指導のポイント
指導のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
・序論の「死」と本論の「盲目」との関係性を読み取らせる。
・ただ見るのではなく物事の本質を見るとはどのようなことか，また人生を豊かなものにする「見る」という行為はどのようなことなのか読み取らせる。
・ヘレン・ケラーの目が見える人へのアドバイスについて考えさせる。
・やや古い英語が使われているため，未知語を逐次解説し，また推測させる。
	1時間目
	p.130 ll.1-25

	指導のポイント
	・命の話が見えることや聞こえることに移っていく論の展開を理解させる。
・闇と沈黙を経験させることの意義とそう思ったきっかけとなる出来事を読み取らせる。

・仮定法の文が多いので十分注意させる。

	主な言語材料
	・set + O + doing
・take ～ for granted
・picture A as B
・all but ～
・go about ～
・分詞構文 beingの省略
・be stricken + 形容詞
・仮定法　ifの省略による倒置

	2時間目
	p.130 l.26 ～ p.131 l.14

	指導のポイント
	・触るだけでヘレンが見つけるたくさんの自然の奇跡とはどのようなものかを読み取らせる。
・見たいというヘレンの心の叫びと，見えるのに何も見てない人へのヘレンの残念な気持ちを読み取らせる。

	主な言語材料
	・worthy of ～
・at times
・cry out
・long for ～
・It is a pity that S+V

	3時間目
	p.131 l.15 ～ p.132 l.3

	指導のポイント
	・ 動詞と目的語の間に副詞句が挿入された文が多いので注意させる（目的語の後置）
・３日間目が見えたら，１日目に見たいこと読み取らせる。
・ただ外観を見るのではなく，内面の深いところまで見ようとしていることに気付かせる。

	主な言語材料
	・set + O + to do
・work on ～
・rest upon ～
・worth doing
・not merely ～ but (also)

	4時間目
	p.132 ll.4-22

	指導のポイント
	・２日目に見たいことを読み取らせる。
・<前置詞＋関係代名詞>の文が多く使われているので注意させる。

	主な言語材料
	・devote A to B
・long to do
・just as ～ so …

	5時間目
	p.132 l.23 ～ p.133 l.8

	指導のポイント
	・見える最後の日に見たいことを読み取らせる。
・見えることがかえって見ることの素晴らしさを忘れさせていることに気付かせる。
・名詞構文の自然な日本語を心がけさせる。

	主な言語材料
	・anxious to do
・be to do
・something of ～
・so that S + V

	6時間目
	p.132 l.9 ～ Questions

	指導のポイント
	・目が見える人たちへのアドバイスを読み取らせる。
・アドバイスを読んで感じることを発表させる。
・Questionsは質問に対する適切な答え方を指導する。

	主な言語材料
	・make full use of ～
・as if ～
・A is applied to B
・make the most of ～
・glory in ～
・on doing


